
 
「光る・消える・色が変わる」 

見えない溶媒蒸気を見える化する銅クラスターの合成に成功 

 
本学⼤学院理学研究科物質科学専攻・構造物性学分野の髙原⼀真助教、阿部正明教
授、⼩澤芳樹博⼠（本学客員研究員）、須原凜⽒（令和 7 年度博⼠前期課程修了）
は、同じ出発原料から、⾚・⻩・緑・⻘という異なる⾊に発光する 4 種類の⽔素結合
性銅(I)クラスターを合成し、それぞれを結晶化することに成功しました。 
 
単結晶 X 線構造解析と発光特性の評価から、得られた結晶が「⼀次元ハシゴ型」「⼀
次元⼆重ハシゴ型」のネットワーク構造や、独⽴した分⼦からなる「キュバン型クラ
スター構造」を形成しており、こうした構造の違いが発光⾊を変化させることを明ら
かにしました。 
 
さらに、⽔素結合の様式によって、溶媒蒸気を吸着・脱着した際の発光応答が異なる
ことも解明しました。ネットワーク構造では、結晶構造の喪失と再⽣に連動して発光
強度が ON／OFF に切り替わる⼀⽅、分⼦性のキュバン型構造では、分⼦⾃体の柔軟
な変形によって発光⾊が変化します。 
 
本成果は、⽬に⾒えない溶媒蒸気や周囲の環境変化を、発光の「明るさ」や「⾊」の
変化として⾒える化する、スマート発光材料の開発につながることが期待されます。 
研究成果は国際学術誌『ChemPhotoChem』に掲載され、特に重要な研究成果として
「Very Important Paper」に選出されました。 
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